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　本章の構成は，まず第 1 節で VS 指標の概念と国際産業連関表を用いた
VS 指標の計測方法を説明し，続いて第 2 節で計測結果を紹介する。最後に，
東アジアの国際垂直分業の深化について概観する。









して輸出」するケースなどが考えられる。Hummels, Ishii and Yi（2001）は，






　VS 指標は，これまで広く用いられており（Koopman，Wang and Wei 2008，




　Hummels and Uchida（2009）は，Hummels, Ishii and Yi（2001）の手法を，
アジア国際産業連関表に適用することで②と③のケースを分割して計測する
ことに成功した。本章は，Hummels and Uchida（2009）の手法を用いて VS
指標を計測する。
　図6.1は，Hummels and Uchida（2009）によって計算される「B 国からみた







































　Hummels, Ishii and Yi（2001）によって提示された国際垂直分業にかかわる









める VS の割合は，輸入中間投入比率に等しいことがわかる。なお，VS は
産業別に計算が可能であり， 1 国全体の VS は産業別の VS を合計すること
で求められる。


















































向けと中間需要向けに分割し， 3 国 2 財モデルを用いて r 国の中間財に対す






































































　また VS_i と VS_f を足し合わせた総 VS 指標でみても，1990年から2000年
までは49.3％の伸びを示していたが，2000年から2005年には5.8％の減少に転
じている。総 VS 指標の傾向は，VS_i の増減の傾向と同じであることから，
総 VS 指標の増減は VS_i によって引き起こされると考えられる。
図6.2　東アジア地域における VS 指標
（出所）　アジア国際産業連関表（各年版）より筆者作成。








のかを比較しながら観察し，図6.4で国別に VS_i と VS_f の動きを精査する。
　図6.3は東アジア各国の VS 指標を国別・年別に並べたものである。東アジ





































































　続いて図6.4a～図6.4c では，グループ別に VS 指標を示している。
　低 VS 指標グループにおける最も大きい値は0.12（2005年中国）と，高 VS
（出所）　アジア国際産業連関表（各年版）より筆者作成。
図6.4a　低 VS 指標グループ
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総 VS 指標は約 4倍へ，VS_i および VS_f はそれぞれ2.3倍と3.1倍へと増加し












のも電気機械産業の VS 指標であり，日本の VS 指標の増加を牽引している
のは，中国と同様に電気機械産業であることがわかる。電気機械産業の総
VS 指標に占める VS_i と VS_f のシェアをみると，1990年時点では VS_f のシ







　高 VS 指標（A）グループは，1990年には VS_i と VS_f のシェアは同程度
であったが，1995年には VS_i のシェアが VS_f のシェアを超え，国際垂直分
業への参加形態が，最終財製造を中心として参加する形から，部品製造を中









を迎え，2005年に入って VS_i の減少に引きずられる形で VS 指標全体を減
少させている。
　VS_i と VS_f のシェアを比較すると，マレーシア・シンガポールは1990年
時点ですでに VS_i のシェアが VS_f のシェアを上回っており，当時から部品
製造を主体とし国際垂直分業に参加してきたことを示している。一方，タ
イ・フィリピンは，1990年時点では VS_i のシェアは VS_f のシェアより小さ
かったが，1995年にシェアは逆転し，以降，VS_i のシェアが常に VS_f のシ
ェアより大きいことがわかる。このことは，タイ・フィリピンが1995年を境
として，部品製造を主体とし国際垂直分業に参加してきたことを示している。



















上段が総 VS 指標，中段が VS_i，下段が VS_f を表している。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































チェーンが構築された。一方，VS_f は 4 時点を通して米国への輸出依存が
見て取れる。
おわりに







⑵東アジア地域は，VS 指標の大きさによって，①低 VS 指標グループ，②
高 VS 指標（A）グループ，③高 VS 指標（B）グループの 3つのグループ
に区別できる。低 VS 指標グループに入る国は，米国，日本，中国，イン






⑶低 VS 指標グループの VS 指標は，米国以外の 3カ国で1990年から15年間
を通して上昇しており，低 VS 指標グループにおいても国際垂直分業は着
実に広がりをみせている。また高 VS 指標（A）グループは，1990年には
VS_i と VS_f のシェアは同程度であったが，1995年には VS_i のシェアが
VS_f のシェアを超え，国際垂直分業への参加形態が，最終財製造を中心
として参加する形から，部品製造を中心として参加する形へと変化した。
高 VS 指標（B）グループの VS 指標は，1990年から順調に拡大し，2000年







コード 部門名称 コード 部門名称
001 農業 016 鉄鋼
002 林業・漁業 017 非鉄金属
003 原油・天然ガス 018 金属製品
004 鉱物 019 一般機械
005 食料品 020 電気機械
006 飲料 021 自動車
007 衣服 022 その他輸送機械
008 繊維製品 023 精密機械
009 革製品 024 プラスティック製品
010 パルプ・紙・木製品 025 その他製造業
011 化学製品 026 電気・ガス・水道
012 石油・石炭製品 027 建設
013 ゴム製品 028 運輸
014 セメント・陶磁器 029 その他サービス
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